
からの修了生

　

今
年
度
の
「
春
日
山
会
」
は
、
平
成
29
年

８
月
５
日
（
土
）、
上
越
教
育
大
学
か
ら
川
崎

直
哉
学
長
を
お
迎
え
し
、
総
勢
11
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
早
川
幸
男
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
川
崎
学
長
か
ら
上
越
教
育
大
学
の
現

状
や
上
越
の
様
子
に
つ
い
て
ご
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
か
ら
の
近
況

報
告
等
々
、
あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
33
回
目
と
な
る
「
春
日
山
会
」
は
、

今
や
総
勢
1
1
4
名
の
大
所
帯
と
な
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
多
く
は
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
・
大
学
・
教
育
委
員
会
な
ど
の
現
職
教

員
で
、
岩
手
県
の
教
育
の
中
心
と
な
っ
て
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
上
越
教
育
大
学
大
学
院
時
代

に
培
っ
た
学
識
と
実
践
力
に
つ
い
て
、
お
互

い
の
立
場
か
ら
理
想
の
教
育
を
語
る
会
で
す
。

ま
た
、
一
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
上

越
教
育
大
学
元
学
長
加
藤
章
先
生
を
偲
ぶ
会

で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
「
春
日
山
会
」
に
ご

参
加
く
だ
さ
っ
た
加
藤
先
生
は
、
優
し
く
、

そ
し
て
熱
い
思
い
で
常
に
私
た
ち
を
導
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
加
藤
先
生

の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
教
育
実
践
に
生
か
す
こ
と

が
、「
春
日
山
会
」
と
し
て
の
努
め
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
高
ら
か
に
「
高
田
の
四
季
」

を
合
唱
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
絆
を
一
層
深
め
、
岩
手
の
教

育
の
為
な
ら
ん
と
、
今
後
と
も
会
員
全
員

で
春
日
山
会
を
大
切
に
育
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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岡
教
育
事
務
所　

経
営
指
導
主
事

帷か
た
び
ら子　

誠ま
こ
と

上
越
教
育
大
学
同
窓
会
岩
手
県
支
部

「
春
日
山
会
」
開
催
報
告

転居・転職・結婚等により個人情報の変更があった場合

は、お知らせください。

詳細については、公式ホームページをご覧ください。

お問い合わせ先  上越教育大学大学院同窓会事務局

修了生の住所等をお知らせください

検 索上越教育大学　同窓会

E-mail  dousoukai@juen.ac.jp

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大 学 院 同 窓 会

大
学
院
同
窓
会

　

こ
の
世
の
中
に
、
こ
ん
な
に
も
不
思
議
で

興
味
深
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
！

　

ま
さ
に
課
題
を
追
究
す
る
面
白
さ
を
実
感

し
た
当
大
学
院
で
の
２
年
間
、
そ
の
後
の
教

員
と
し
て
の
在
り
方
や
考
え
方
、
生
き
方
に

大
き
な
影
響
を
受
け
た
２
年
間
で
し
た
。
今

で
も
派
遣
や
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
感

謝
し
、
先
生
方
や
共
に
学
ん
だ
院
生
、
学
生

の
皆
さ
ん
は
私
の
一
生
の
宝
で
す
。

　

私
は
当
時
の
自
然
系
理
科
コ
ー
ス
で
「
地

学
教
室
」
の
天
野
和
孝
先
生
（
前
副
学
長
）

の
古
生
物
学
ゼ
ミ
に
所
属
し
ま
し
た
。
当
時

の
地
学
教
室
は
、
こ
の
度
瑞
宝
重
光
章
叙
勲

の
栄
に
輝
い
た
元
上
越
教
育
大
学
学
長
の
渡

邉
隆
先
生
の
も
と
、
多
数
の
院
生
・
学
生
が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
論
文
・
修
士
論

文
発
表
会
は
大
変
な
盛
会
で
、
厳
し
い
質
問

が
飛
び
交
い
、
随
分
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

修
士
論
文
で
は
、
日
本
海
が
開
き
、
お
よ

そ
日
本
列
島
が
形
造
ら
れ
て
か
ら
の
第
四
紀

の
地
層
を
中
心
に
「
岩
石
穿
孔
性
二
枚
貝
」

と
い
う
岩
に
穴
を
掘
る
貝
と
そ
の
巣
穴
の
化

石
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
物
言
わ
ぬ
貝
化
石

か
ら
ひ
も
解
く
日
本
海
の
変
遷
や
貝
類
の
存

亡
!? 
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
面
白
く
、
興
味
が
広

が
り
、
息
子
の
世
話
も
そ
こ
そ
こ
に
、
化
石

ば
か
り
か
現
生
の
貝
も
探
し
求
め
、
ハ
ン
マ
ー

片
手
に
海
に
潜
っ
て
い
た
始
末
。
こ
ん
な
調

子
で
す
か
ら
、
指
導
の
天
野
先
生
に
は
大
変

ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
第
二
の
青
春
！ 

充
実
の
２
年
間
で

し
た
。
大
学
院
で
の
学
び
の
成
果
は
、
職
種

が
変
わ
ろ
う
と
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

院
生
・
学
生
の
皆
様
に
は
、
二
度
と
な
い

こ
の
時
を
大
切
に
、
様
々
な
経
験
を
積
ま
れ
、

自
ら
の
目
的
達
成
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
現
職
の
意
志
あ
る
教
職
員
の
皆
様
に
は
、

ぜ
ひ
当
大
学
院
の
修
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

私
の
経
験
か
ら
教
職
を
経
験
し
て
か
ら
の
自

ら
の
課
題
解
決
の
道
の
り
は
、
そ
の
後
に
生

き
る
得
難
い
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

修
了
生
の
一
人
と
し
て
、
地
元
の
一
小
学

校
長
と
し
て
、
い
つ
も
応
援
し
た
い
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

品田 やよい
（しなだ やよい）

新潟県上越市出身。平成６年
３月修了後、にしき養護学校
教諭を経て、上越地区理科教
育センター専任所員に。その
後、新井市立吉木小学校教諭、

柏崎市立中通小学校及び新井市立新井北小学校教頭、柏
崎市立石地小学校校長、柏崎市教育委員会・指導兼管理
主事、上越教育事務所・指導主事を務め、現在、上越市
立清里小学校に校長として勤務。心の教育を中心に据え
た清里小中学校の一貫教育を進めている。

第
二
の
青
春
！

　
  

充
実
の
２
年
間
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